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久留米市屋外広告物条例等の改正内容 

・規格基準の見直し 

・安全点検の見直し 

・違反に対する措置等の見直し 
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久留米市屋外広告物条例等の改正（案） 

 

１．久留米市屋外広告物条例等について 

本市は良好な景観形成・風致の維持・公衆に対する危害を防止することを目的とし

て、平成２０年度から久留米市屋外広告条例（以下「条例」）及び久留米市屋外広告物

条例施行規則（以下「施行規則」）を施行し、屋外広告物の高さ、面積などの設置基準

を定め、看板などの屋外広告物の規制を行っています。 

また、平成２２年度に策定した「久留米市景観計画」の地域特性に応じた屋外広告

物の景観形成方針に即し、許可に関する地域区分や基準等を平成２６年３月に条例及

び施行規則を改定しています。              

２．久留米市屋外広告物条例等の改正について 

本市では平成２６年３月に条例及び施行規則を改正し、屋外広告物の規制を行って

きましたが、近年、新たに現行の屋外広告物許可基準等の課題が出てきました。その

課題とは、新たな広告技術への対応をはじめ、良好な景観や交通安全への配慮、公衆

に対する危害防止の推進です。 

そこで、課題改善に向けて「規格基準」、「安全点検」、及び「違反に対する措置等」

の見直しについて条例等の改正を検討します。 

３．久留米市屋外広告物条例等の改正項目（案） 

１）規格基準の見直し 

（１）発光可変表示式広告物（デジタルサイネージ等）の規格基準を新設 

（２）その他広告物 

  ①種類毎の基準強化（独立・屋上・壁面・突出） 

  ②主要交差点の規格基準を新設 

③総量規制の新設 

④特例許可制度の新設 

（３）許可地域の見直し 

２）安全点検の見直し 

（１）点検報告書の充実化 

（２）安全点検の義務を明確化 

（３）点検資格の拡充 

３）違反に対する措置等の見直し 

（１）警告文書の貼付けや勧告 

（２）違反情報の公表 
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４．改正項目毎の課題・方針案・具体案 

１）規格基準の見直し                               

（1）発光可変表示式広告物（デジタルサイネージ等）の規格基準を新設 

●現行と課題 

・発光可変表示式広告物に特化した規格基準がなく、各広告種類の規格基準で許可して

いるため、大画面の広告や周辺環境に配慮できていないものが掲出可能である 

●改正方針 

・明るさなどの配慮事項について定性的な基準を策定し、表示時間帯、音量、輝度、   

色彩等への配慮を求める 

・景観や交通安全への配慮を特に求める地域及び場所【第１種許可地域及び主要交差点】 

に一般広告物（貸看板）を禁止する 

・広告物の乱立を防止するために１敷地当たりの表示面積を規制する 

●具体案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●発光可変表示式広告物（デジタルサイネージ等）とは 

・電気等を利用して自ら発光する広告物で、LEDや液晶等でデジタル動画を表示するも

の、その他、電光掲示板並びに回転灯など照射する光が動くもの 
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（２）その他広告物 

① 種類毎の基準強化（独立・屋上・壁面・突出） 

●現行と課題 

・種類毎の面積規模（総量）が規制されているが、総量を１面に集中させることができ

るため、大面積の広告物が掲出可能である 

・市内全域で自家用広告物であれば、背景色（地色・ベースカラー）に高彩度の色彩を

用いた広告物が掲出可能である 

●改正方針 

・一般広告物の独立・壁面広告等に広告１件毎の面積基準を設け、大型の貸看板を制限

し、小型化＋集約化を図る 

・色彩の制限について、第１種許可地域は全て、第２種許可地域は自家用広告物等以外

（一般広告物）に高彩度色の制限適用を拡大する 

●具体案 

独立広告 

 

 

屋上広告 
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壁面広告 

 

 

突出広告 

 

 

●参考：許可地域区分（現行） 
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② 主要交差点の規格基準を新設 

●現行と課題 

・主要な交差点には広告物の需要が多くあるが、敷地や区域当たりの面積総量を規制し

ていないため、多数の広告物が掲出可能である 

・種類毎の面積基準に応じた大面積の発光可変表示式広告物が掲出可能である 

●改正方針 

・区域内の対向面積を制限する 

・発光可変表示式広告物は１基当たりの面積制限及び一般広告物の用途を禁止する 

●具体案 
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③ 総量規制の新設 

●現行と課題 

・第１種許可地域の交通量が多い交差点等には、広告物の需要が多くあるが、敷地や区

域当たりの面積総量を規制していないため、多数の広告物が掲出可能である 

●改正方針 

・自家用広告物等と一般広告物（貸看板）に１敷地内の面積総量を制限する 

・周囲の景観に与える影響を考慮し、壁面広告は除外する 

●具体案 

 

④ 特例許可の新設 

●現行と課題 

・久留米のランドマークになるような広告物や一時的なイベント等で掲示される広告物

であっても規格基準内での掲出となるため、賑わいの創出等の観点から広告物によっ

ては、規格基準の緩和を検討する必要がある 

●改正方針 

・公益性・公共性の高い広告物ついては、景観審議会に諮ったうえで特例許可を行う制

度を新設する 

●具体案 
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（３）許可地域の見直し 

●現行と課題 

・第１種許可地域は、第一・二種低層住居専用地域内や用途無指定の地域が対象である

ため、自然環境や住宅環境と調和を図ることが望ましい「景観重点地区」、「風致地区」、

「生産緑地地区」が含まれていない。これらの地区の一部は、第２種許可地域である

ため、景観を阻害するような大面積・高彩度の広告が掲出可能である。 

●改正方針 

・用途地域によらず「景観重点地区」、「風致地区」、「生産緑地地区」を第１種許可地域

とする 

●参考：変更予定区域図 

 

 

 

２）安全点検の見直し                               

●現行と課題 

・更新の許可の申請に自主点検結果報告書を提出する必要があるが、点検項目が物件全

体に対しての集約された項目であるため、各部位の点検箇所の把握には添付写真等の

別な資料で確認する必要がある 

・全国的な屋外広告物の落下事故を受けて、国は各自治体に安全点検の義務化等の取組

み（条例への明記）を求めているが、市の条例では「管理義務」と修繕・点検等を集

約した考えになっており、施行規則の中で点検報告書の提出を求めている 

・資格を有する点検を実施する場合の有資格者として、一級建築士・二級建築士・屋外

広告士を認めているが、公益目的事業として屋外広告物の点検に関する技能講習を修

了したものは認められていない 
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●改正方針 

・点検項目を点検箇所毎に細分化し、点検報告書の充実化を図る 

・「所有者」や「占用者」等、点検の義務を負うものを条例に明記し、安全点検の義務を

明確化する 

・「屋外広告物条例ガイドライン」第 19 条の 2 並びに同ガイドライン運用上の参考事

項第8の3の規定を満たす講習として実施されている「屋外広告物点検技能講習」の

修了者を点検者の資格として認める 

●点検報告書案（次ページ） 

 

現行 
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変更案 
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３）違反に対する措置等の見直し                          

●現行と課題 

・未申請である違反広告物について、その表示者、設置者に対して違反指導に取り組ん

でいるが、条例第 17 条（措置命令）には、指導手段や市民への周知方法が明記され

ていない 

●改正方針 

・指導手段として、警告文書の貼付けや勧告について条例に明記する 

・市民への周知方法として、違反情報の公表について条例に明記する 

 

 

５．今後の手続きの流れ（予定） 

 

 

 

 

 


